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 研修者 

萩原朔美（造形表現学部映像演劇学科） 

 

 研修期間 

２００９年７月１２日～２０１０年１月７日 

 

 研修地 

オーストラリア Australia 

―主な滞在と撮影地― 

 １ケアンズ Cairns 

 ２キュランダ Kuranda 

 ３アーサートン Atherton 

 ４ポート・ダグラス port Douglas 

 ５ブリスベン Brisbane 

 ６モートン・アイランド Moreton Island 

 ７フレーザー・アイランド Fraser Island 

 ８ゴール・ドコースト Gold coast 

 ９メルボルン Melbourne 

 １０ジェムブルック Gemblook 

 １１シドニーSydney 

 １2 セントレナード St・Leonards 

 



 研修目的 

 

 映画（DVD による映像作品）制作のための素材ビデオ撮影と写真制作。 

帰国後、映画は４月のイメージフォーラム・フェスティバルで上映（東京、名古屋、横浜）。写

真はモノクロプリントで個展と学内展での発表。 

 

（Ａ）数年前から、自作の映像作品のテーマが光の明滅運動であるため、「キライズム」という

タイトルの連作になっている。そのため、今回の研修地であるオーストラリアの自然（海、湖、

川、砂丘、レイン・フォレスト、渓谷、草原）のなかで、水や風と太陽が重なって生みだす光の

乱反射と、影の乱舞、その全体の光の明滅運動、空気の揺らめきなどをビデオカメラで撮影しア

ートフイルム「キライズム」三部作の総集編としたい。 

特にオーストラリアの直射日光は他の国と違い、白色に近く鮮烈である。空の青く抜けるよう

な映り具合は映像の描写力を際立たせ、光の明滅には最適な素材になると思われる。 

さらに、撮影の条件として、夏に向かうので安定してロケが続行できるメリットがある。今回

の研修場所は、熱帯性気候、亜熱帯性気候、温帯性気候なので、寒暖の差があまりなく撮影に適

していた。ほとんど、日中晴天に恵まれたことも幸運だった。空気が澄み明暗の差が開き、画面

の絵柄としての対象のエッジがクリアーであった。太陽光の違いが画面に明快に表れて思った以

上の効果があつた。 

もちろん、素材としての光の明滅を捕えることが目的だが、実は映画そのものが光の明滅によ

り成り立っているのである。カメラのレンズから入力した光は回転するシャッターによって、遮

られる。映写機にも回転するシャッターがあり上映時、光完全に遮断しているのだ。動いてみえ

るのはこの人工的に作り出される白黒の明滅運動なのだ。時に映画がチラチラするように感じる

のは、この光と闇の間欠運動だからである。 

「キライズム」はこの映画の基本的な構造を、自然の素材を透して浮き彫りにし再認識したい

のである。極論すれば、人は物語や俳優や風景をスクリーンに見ているのではなく、光と闇の一

定の連続運動を見ているのである。なにも映っていないスクリーンであっても、人は見つづけら

れるのだ。そのことは、実験映画「フリッカー」が試みたことである。アベル・ガンスの「映画

は光の交響楽である」というのは、そのことを指しているのではないか。光の明滅運動に惹かれ

るから、人は映画を見続けられるのではないだろうか。 



映画は何故、海、川、雨、風を背景として選ぶのだろうか。 

映画の中で、何故カーテンや洗濯ものや旗は揺れているのだろうか。 

その答えがこの作品のテーマなのである。 

しかし、明瞭な答えもまた作品の中にないだろう。なぜなら「この作品には答えはない。なぜ

なら問いがないからだ。」デゥシャンからである。 

ストーリを読ませるのではなく、役者の演技を見せるものでもない。そこにあるのは、映画の

原理そのもののような、自然が作り出す光と闇の戯れなのである。 

 

 

主な撮影地。 

 

ケアンズ。 

近郊の海は透明度が高いので、水中カメラで海中から陸を狙った。広角レンズ使用。海面と遠

景の陸地が交互の出現するアングルを設定して、海面と空が揺れ動くさまと太陽が乱反射するシ

ーンの撮影。特に夕暮れの色彩の変化を集めてみた。 

街中の大木に、フルーツ・バットと呼ばれるこうもりが、まるで果物のようにぶらさがってい

るので、それを、逆光で撮影し、夜間飛び立つところを、同じアングルで狙った。 

 

アーサートン。 

カーテン・フィグ・ツリーを写真撮影。巨大な絞め殺しのイチジクの木の細部のアップ。 

熱帯雨林の木は表情豊かである。わずかに太陽光が斜めから当たる木の根元を撮影した。三脚、

広角レンズ使用。ポートレートのように大樹を捕えてみた。 

 

キュランダ。 

列車からの熱帯雨林を狙った。しかし、木々の中にはいるようなシーンは無理だった。 

 

ポート・ダグラス。 

眼下に広がる海岸線の全景を固定のインターバル・タイマーで微速度撮影。８時間の定点観測

を実施した。海面の色彩の変化、太陽の移動、雲の変容、空の移り変わりの記録である。 



 

モスマン。 

 手持ちで、熱帯雨林のなかを撮影。アトランダムに木漏れ日がレンズに反射するさまをねら

った。 

 

フレーザー・アイランド。 

砂の色が場所によって変化する様の写真撮影。熱帯雨林の大木の撮影。熱帯雨林の中を流れる、

エーライ・クリークの水中撮影。７５マイル・ビーチの移動撮影。マッケンジー湖の世界で最も

美しいと言われる透明な水の水中撮影。砂の白さと水のゆらめきを広角レンズで撮影した。 

 

ゴールド・コースト 

夜間の月光と海を長時間露光で、撮影した。宿泊が、海の前だったので、三脚を立て、微速度撮

影で一昼夜撮影した。 

 

ブリスベン。 

街に吹きぬける風の痕跡を撮影した。旗、カーテン、ドレスの裾。公園の木々の揺れなど。ほ

とんど、手持ちで短いカットの連続。カットイン、カットアウトの連続として使用するため。 

 

モーニントン。 

夜間の波がしらにライティングで反射を作って撮影。イルカなどの出現も狙った。 

 

シドニー。 

ここはシテｨーの映画館で、２３年前に私とかわなかのぶひろとの映像作品「映像書簡」を上

映したことがあり、そのことをテーマとした映画を「キライズム」とは別に作った。２３年前の

映像を再撮したり素材にし、同じ場所を訪ね同じアングルで撮影したりした。ドキュメンダリー

のような、映像詩のようなものにした。「映像書簡」の新作である。ロックスの路地は手持ちで、

シティーは三脚で撮影した。王立植物園とハイドパークは木の写真撮影。サーキュラー付近の埠

頭では、船舶の胴体の反映する、海水のチラツキを撮影した。シドニー天文台では夜間の対岸の

光と、星のきらめきを狙った。ミラーズポイントでは、趣のある、倉庫の建物の間から見える、



海面の反射を撮影した。パディントンとサリーヒルズは町並みと人の表情を追った。 

このため、かわなかのぶひろは、１２月１０日から１２月２７日までシドニーに滞在し私と一

緒にロケハンして撮影した。ナレーションと詩は私が書いた。（添付資料） 

 

ブルー・マウンテンズ国立公園。 

深い渓谷の向こう側に山脈がみえるシュチエーションなので、その全景を三脚で捕えた。空が

ブルーになる時間ないで、撮影を試みた。スリー・シスターズは短時間だが、定点観測を試みた。 

 

 ダーリング・ハバー。 

クリスマス前日に、花火大会があったのでその様子を、かわなかのぶひろと長まわしで撮影し

た。 

 

ノース・シドニー。 

対岸のシドニー湾とシィティーの明かりが遠くで明滅しているので、夜三脚で撮影。 

 

バイロン・ベイ。 

バイロン岬から、３６０度パンをくりかえして、太陽光の海面の反射を撮影した。 

 

 

 

 

（Ｂ）写真作品は二つの目的がある。 

一つは、レイン・フォレストの大木の撮影。これは、木の持っている個性がまるで肖像のよう

に思えてきたからである。特に、ユーカリの血を流しているような幹に圧倒され、撮っているう

ちに、作品化を思いついた。山火事によって炭化してしまった木、ツルによって絞め殺される木、 

皮を自身で次々と剥いでいく木。その自然の中でのありようを描ければいいと思った。 

もうひとつは、ブリスベンやシドニーなどの都市の中の観覧車の撮影。 

これは観覧車を正面からではなく、真横から撮影することで、円ではなく一本の棒状にしたか

つたのである。組写真で、タイトルの「観覧車」と写真に写っている縦の棒のズレが面白いと思



った。 

この組写真は、ブリスベン、シドニーと撮影したが、日本の観覧車を加えて、発表したい。使

用機材は全てデジタルなので、明暗の補正とセンター合わせは後で行う。 

 

 

研修目的以外の成果 

 

研修の目的にはなかったが、二つの成果があった。 

ひとつは、ブリスベンのクイーンズランド美術館、クイーンズランド現代美術館、メルボルン

の、ヴィクトリアン・アート・センター、シドニーの現代美術館、州立美術館、写真専門画廊な

どを訪ねたことだ。いずれも、企画展以外は入場無料。スクールホリデー期間、教員に引率され

て、学生が多数訪れていた。アートに触れる機会を積極的に作っているところは参考にしなけれ

ば、と感じた。メルボルンのアートセンターでは子供にアニメーションを作らせていた。こうい

う参加のさせかたは生涯学習の参考になった。 

もうひとつは、原稿を書き続けたことである。いわば、海外での生活は情報の遮断なので、集

中して、原稿にむかえるのだ。全部で３４０枚。内容は 

「土方巽のコルセット」 

「寺山修司の演出観」 

「沼正三とプロペラ飛行機」 

「増田通二の広場」 

「森茉莉とベットのテレビ」 

である。自分が６０年代７０年代に出会った人たちとその背景の時代の雰囲気が描ければと思っ

た。 

この原稿は今年、新潮社から出版の予定。このことが、自分では今回の海外研修の最大の成果

ではないかと思ってもいる。 

（添付資料） 
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こ
の
街
は 

い
つ
も
海
風
が
吹
き
荒
れ
る 

ド
レ
ス
の
裾
は
踊
り
狂
い 

旗
は
一
日
中
翻
弄
さ
れ 

 

シ
ド
ニ
ー
の
十
二
月
は 

陽
が
差
す
と
真
夏 

陰
る
と
秋
な
の
だ
。 

 

今 吹
き
急
ぐ
風
は 

ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う 

 

二
十
三
年
前
、
シ
ド
ニ
ー
に
吹
い
た
風
は 

今
ど
こ
を
通
過
し
て
い
る
の
か 

 

建
物
の
上 
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物
の
上
に 

時
間
と
い
う
風
の
爪
痕
が
あ
る 

 

痕
跡
の
日
記
を
読
む
こ
と 

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の 

オ
ラ
ン
ダ
の 

イ
ギ
リ
ス
の 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の 

日
本
の 

そ
し
て 

私
の
日
記
を
読
む 

旅
は
、
歩
き
な
が
ら
読
む
こ
と
別
名
だ
。 

  

「
目
の
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
と
は
、
見
る
こ
と
で
は
な
く

涙
を
流
す
こ
と
で
あ
る
」 

 

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
「
盲
者
の
記
憶
」 
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二
十
三
年
前
、 

私
は
こ
の
シ
ョ
ー
ベ
ル
シ
ネ
マ
と
い
う
映
画
館
で 

「
映
像
書
簡
Ⅱ
」
を
上
映
し
た 

今
劇
場
は 

サ
ー
カ
ス
が
去
っ
た
後
の
よ
う
な
、
静
か
な
佇
ま
い
に
な
っ

て
い
た
。 

二
階
の
カ
フ
ェ
に
座
っ
て
い
る
と
、
二
十
年
前
に
生
ま
れ
た

よ
う
な
若
い
女
性
が
笑
顔
で
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
を
運
ん
で

く
れ
た
。 

も
う
、
誰
も
昔
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。 

私
も 

す
で
に
私
で
は
な
い
。 

  

真
夏
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夜 
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ダ
ー
リ
ン
グ
ハ
ー
バ
ー
の
空
に
花
火
が
上
が
っ
た 

子
供
の
頃
と
変
わ
ら
な
い
興
奮 

花
火
は
変
わ
ら
な
い 

光
は
変
わ
ら
な
い 

音
は
変
わ
ら
な
い
。 

変
わ
ら
な
い
か
ら 

切
な
い
の
か 

人
だ
け
が
刻
々
と
変
わ
っ
て
し
ま
う 

 

シ
ド
ニ
ー
で 

私
は
旅
行
者 

こ
の
街
で 

私
が
出
来
る
こ
と
は
た
だ
一
つ 

街
を
去
る
こ
と
だ
け
だ 

 

人
は
一
つ
の
背
景
し
か
背
負
え
な
い
ら
し
い
。 

私
の
背
景
。 
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東
京
で
も 

私
は
旅
行
者
で
は
な
い
の
か 

 

「
今
日
の
現
実
も
、
明
日
に
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
か

の
よ
う
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」 

 
 

ピ
ラ
ン
デ
ッ
ロ
作
「
作
者
を
探
す
六
人
の
登
場
人
物
」 

  

風
に
種
を
任
せ
る
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に 

ユ
ウ
カ
リ
は 

山
火
事
の
狂
っ
た
炎
に 

命
の 

種
を
託
す
の
だ
と
い
う 

 

風
が
炎
を
運
び 

 

炎
が
種
を
運
び 



6 
 

 
種
が
土
地
を
運
び 

 

土
地
が
人
を
運
び 

 

人
が
国
を
運
び 

 

言
葉
を
運
び 

 

時
間
を
運
び 

 

人
々
を
運
び 

  

私 か
ら 

私
た
ち 
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に
向
か
っ
て 

ま
っ
す
ぐ
吹
い
て
来
る 

思
い
出
の
よ
う
な
海
風 

映
画
と
い
う
海
風 

 

「
人
と
人
と
の
最
短
距
離
は 

直
線
で
は
な
い 

夢
な
の
だ
」 

 

そ
う
だ 

夢
（
映
画
）
な
の
だ 

   

映
画
な
の
だ 

  



 1

          
 

                  

コ
ル
セ
ッ
ト
を
し
た
土
方
巽 

     



 2

    

引
き
戸
を
開
け
る
と
、
背
後
に
闇
を
抱
え
た
舞
台
が
出
現
す
る
。 

 

日
本
家
屋
の
入
り
口
は
薄
暗
い
。 

 

裸
電
球
が
一
つ
、
丸
い
コ
ー
ド
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
。 

 

透
明
な
電
球
。 

 

フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
が
し
ょ
ん
ぼ
り
灯
り
、
そ
の
周
り
を
金
蠅
が
飛
び
狂
っ
て
い
て
い
る
。 

 

土
方
巽
さ
ん
が
思
い
描
く
玄
関
の
光
景
で
あ
る
。 

 

私
が
聞
い
た
の
は
、’

７
０
年
の
８
月
だ
っ
た
。
池
袋
の
西
武
百
貨
店
で
土
方
巽
展
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
会
場
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
打
ち
合
せ
の
時
で
あ
る
。
照
明
を
担
当
し
ろ
と
土
方
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
、
私
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
て
い
た
。(

慶
応
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
見
る
と
、
土
方
さ
ん
が4

2

歳
の
時
だ
。
イ
ベ
ン
ト
の
タ
イ
ト
ル
は｢

土
方
巽

燔
犠
大
踏
鑑(

付)

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
即
売｣

展
で
、
会
場
は
池
袋
西
武
百
貨
店
の
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い

た
） 

 

打
ち
合
せ
に
は
、
私
が
当
時
在
籍
し
て
い
た
劇
団
、
演
劇
実
験
室
・
天
井
棧
敷
の
照
明
ス
タ
ッ
フ
と
、
デ
パ
ー
ト
の

催
事
担
当
の
人
が
参
加
し
て
い
た
。 

 

土
方
さ
ん
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
具
体
的
な
場
面
設
定
な
の
で
聞
い
て
い
る
全
ス
タ
ッ
フ
が
共
通
の
絵

柄
を
浮
か
べ
や
す
い
。 

 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
に
は
、
抽
象
的
な
言
葉
だ
け
を
並
べ
る
人
も
い
る
。｢

柔
ら
か
な
空
間
の
中
に
幾
何
学
的
家
具｣

と
か
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
な
の
か
、
素
材
は
何
な
の
か
、
具
体
的
に
明
示
し
て
く
れ
な
い
と
、
ス
タ

ッ
フ
ワ
ー
ク
は
先
に
進
ま
な
い
。 

 

映
画
や
演
劇
は
抽
象
的
な
事
柄
を
具
体
的
な
も
の
に
翻
訳
す
る
作
業
だ
。
打
ち
合
せ
で
「
あ
る
女
」
は
有
り
得
な

い
。
何
歳
。
背
丈
。
体
重
。
顔
の
特
徴
。
へ
ァ
ー
ス
タ
イ
ル
。
何
を
着
て
い
る
。
帽
子
は
。
靴
は
。
腕
時
計
。
指
輪
。
ア
ク
セ

サ
リ
ー
は
。
歩
き
方
。
声
の
特
色
。
訛
り
は
。
既
婚
。
独
身
。
離
婚
歴
。
子
供
の
有
無
。
学
歴
。
職
歴
。
年
収
。
趣
味
。

嗜
好
。
出
身
地
。
現
住
所
。
住
居
の
様
子
。
た
と
え
ば
窓
か
ら
な
に
が
見
え
る
の
か
。
本
棚
に
は
ど
ん
な
本
が
あ
る
の

か
。
一
日
の
仔
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
総
て
具
体
的
に
決
め
て
い
か
な
い
と
ス
タ
ッ
フ
会
議
は
成
立
し
な
い
。 

 

土
方
さ
ん
は
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
さ
せ
る
名
手
な
の
だ
。
淀
み
な
く
流
れ
出
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
み
ん
な
面
白
い
。

打
ち
合
せ
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
な
気
が
し
て
安
堵
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
舞
台
上
で
可
能
な
こ
と
で
も
、
デ
パ
ー
ト
の
中
で
は
実
現
が
難
し
い
の
で

あ
る
。 

 

玄
関
の
裸
電
球
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
入
り
口
の
プ
ラ
ン
だ
。
意
図
的
に
一
人
づ
つ
し
か
入
れ
な
い
狭

い
空
間
を
作
っ
て
、
そ
こ
を
入
場
口
に
す
る
。
金
蠅
が
う
よ
う
よ
飛
び
回
っ
て
い
る
裸
電
球
が
最
初
に
お
客
を
迎
え

る
と
い
う
も
の
だ
。 

 

面
白
い
け
れ
ど
私
は
頭
を
抱
え
た
。
電
球
を
吊
り
下
げ
る
の
は
簡
単
で
あ
る
。
問
題
は
周
り
を
飛
ぶ
金
蠅
だ
。
デ
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パ
ー
ト
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
電
球
の
付
属
物
だ
か
ら
照
明
の
仕
事
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
あ
、
蠅
を
集
め
る
の
は
な
ん
と

か
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
同
じ
場
所
に
ず
っ
と
飛
ん
で
く
れ
る
は
ず
は
な
い
。
当
然
食
料
品
売
り
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も

営
業
し
て
い
る
か
ら
ク
レ
ー
ム
も
考
え
ら
れ
る
。
ど
う
考
え
て
も
生
き
て
い
る
蠅
は
ま
ず
い
の
だ
。 

 

た
と
え
ば
、
人
が
入
る
空
間
の
両
側
に
網
戸
の
よ
う
な
も
の
を
設
置
し
て
、
入
場
退
場
以
外
は
閉
め
て
お
く
。 

 

あ
る
い
は
電
球
の
周
り
に
だ
け
球
体
の
大
き
な
虫
籠
を
作
っ
て
、
コ
ー
ド
に
く
く
り
つ
け
る
。 

 

金
蠅
の
標
本
を
黒
糸
で
つ
る
し
て
風
で
動
か
す
。 

 

実
現
可
能
な
折
衷
案
を
い
く
つ
か
出
し
た
の
だ
け
れ
ど
、
も
ち
ろ
ん
土
方
さ
ん
は
了
承
し
な
い
。 

 

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
。
静
ま
り
返
っ
た
玄
関
と
、
飛
び
回
る
煩
い
蠅
の
対
比
を
作
り
出
し
た
い
の
だ
。
網
戸
が
あ
る

と
昆
虫
館
に
で
も
入
場
す
る
よ
う
な
心
地
に
な
っ
て
し
ま
う
。
虫
籠
が
ぶ
ら
下
っ
て
い
た
り
、
糸
で
吊
っ
て
扇
風
機
で

飛
ん
で
い
る
よ
う
に
動
か
せ
ば
小
学
校
の
文
化
祭
だ
。
そ
れ
に
、
蠅
の
羽
音
を
聞
か
せ
る
に
は
館
内
の
空
調
を
切
ら

な
い
と
だ
め
だ
。 

 

残
念
な
が
ら
、
こ
の
玄
関
の
ア
イ
デ
ア
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
私
は
電
球
に
金
蠅
を
接
着
剤
で
貼
り
付

け
て
し
ま
っ
た
。
個
展
で
ガ
ラ
ス
窓
に
黒
蟻
を
ぎ
っ
し
り
貼
り
付
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
。
不
気
味
だ
っ
た
。
し
か
し

電
球
で
は
も
う
ひ
と
つ
見
栄
え
が
よ
く
な
い
。
悔
い
が
今
も
残
る
解
決
策
で
あ
る
。(

私
の
記
憶
で
は
そ
う
な
の
だ
け

れ
ど
、
一
緒
だ
っ
た
照
明
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
に
訊
く
と
そ
ん
な
も
の
は
見
た
記
憶
が
無
い
と
言
っ
た
。
） 

 

入
り
口
の
プ
ラ
ン
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
仄
暗
く
灯
る
裸
電
球
の
下
に
、
液
体
の
満
た
さ
れ
た
写
真
現
像
用

の
バ
レ
ッ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。
中
を
覗
く
と
、
土
方
さ
ん
の
裸
体
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
ゆ
っ
く
り
と
現
像
さ
れ
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
面
白
い
。
現
像
液
の
表
面
が
常
に
漣
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
と
も
っ
と

い
い
。
液
体
は
何
色
が
い
い
だ
ろ
う
か
。
土
方
さ
ん
の
写
真
は
ど
ん
な
ポ
ー
ズ
が
い
い
だ
ろ
う
か
。
話
し
が
膨
ら
ん
だ
。

イ
ベ
ン
ト
は
制
約
無
視
で
考
え
て
い
る
時
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
一
番
楽
し
い
。 

 

こ
の
ア
イ
デ
ア
が
実
現
し
た
の
か
ど
う
か
。
覚
え
が
無
い
。
思
い
出
さ
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
入
り
口
に
液
体
を

置
く
の
は
接
客
上
無
理
と
か
の
デ
パ
ー
ト
的
結
論
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
デ
パ
ー
ト
の
サ
ー
ビ
ス
は
サ
ー
ビ
チ
ュ

ー
ド
と
紙
一
重
な
の
で
あ
る
。 

 

会
場
の
一
角
に
古
い
蔵
を
設
営
す
る
と
い
う
土
方
さ
ん
の
プ
ラ
ン
も
面
白
か
っ
た
。
催
事
担
当
の
人
達
も
、
こ
の
ア

イ
デ
ア
だ
け
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
。
業
者
に
発
注
す
れ
ば
可
能
だ
と
言
う
。
古
さ
を
出
す
の
は
、
映
画
セ
ッ

ト
の
汚
し
屋
さ
ん
と
同
じ
プ
ロ
が
や
る
ら
し
い
。
図
面
は
担
当
者
が
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

そ
の
蔵
の
照
明
に
対
す
る
土
方
さ
ん
の
注
文
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
私
は
未
だ
に
正
解
を
見
い
出
せ
な
い
で
い
る
。
今

で
も
舞
台
を
立
ち
上
げ
る
時
に
、
一
度
は
思
い
返
し
課
題
と
し
て
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

土
方
さ
ん
は 

｢

蔵
っ
て
い
う
の
は
、
明
る
く
て
暗
い
。
そ
ん
な
光
か
り
だ
」 

と
言
っ
た
。 

「
・
・
・
・
・
」 

私
は
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

一
体
ど
ん
な
明
か
り
を
作
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。 
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照
明
と
い
う
も
の
は
対
象
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
た
。 

 

明
る
く
て
暗
い
。 

 

確
か
に
蔵
と
い
う
の
は
そ
う
だ
。
重
い
扉
を
開
け
る
と
、
中
は
黴
臭
い
漆
黒
だ
。
積
も
っ
た
塵
が
物
た
ち
の
息
の
よ

う
に
舞
い
上
が
る
。 

 

中
に
一
歩
入
る
と
、
外
と
の
明
度
差
に
よ
っ
て
も
う
一
度
闇
の
幕
が
下
り
て
く
る
。
奥
の
小
さ
な
高
窓
か
ら
、
一

条
の
強
い
光
が
鋭
角
に
落
下
し
て
い
る
。 

 

だ
か
ら
明
る
く
て
暗
い
の
で
あ
る
。 

 

イ
メ
ー
ジ
を
現
実
に
翻
訳
す
れ
ば
色
褪
せ
た
散
文
が
出
現
す
る
。
幻
想
の
虹
は
色
付
き
の
懐
中
電
灯
。
波
頭
の

揺
ら
め
き
は
鏡
と
モ
ー
タ
ー
。
明
る
く
て
暗
い
蔵
も
、
ど
こ
か
に
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
よ
う
な
健
康
な
光
を
当
て
な

け
れ
ば
展
示
品
は
見
え
な
い
。 

 

私
は
結
局
天
井
に
淡
い
光
を
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
全
体
を
薄
暗
く
し
、
展
示
品
に
エ
ッ
ジ
を
切
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

当
て
た
。
天
井
の
照
明
は
ス
ラ
イ
ダ
ッ
ク
を
通
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
フ
ェ
ー
ド
イ
ン
、
ア
ウ
ト
を
繰
り
返
し
た
。
な
ん

と
も
凡
庸
な
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
で
あ
る
。 

 

照
明
と
は
光
を
照
射
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
影
を
彫
り
出
し
闇
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
行
為
な
の
だ
。
影
が
光
の
あ
り

か
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。｢

明
る
く
て
暗
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
私
に
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
だ
。 

 

出
来
上
が
っ
た
蔵
の
照
明
を
見
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
た
時
、 

「
土
方
さ
ん
は
ど
ん
な
明
か
り
が
好
き
な
ん
で
す
か
」 

と
訊
い
て
み
た
。 

「
う
む
と
こ
ろ
、
だ
ね
」 

と
い
っ
た
。
そ
の
時
は
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
の
で 

「
そ
う
で
す
か
」 

と
、
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
生
返
事
し
て
し
ま
っ
た
。 

何
十
年
も
た
っ
て
、
急
に
こ
の
会
話
を
思
い
だ
し
た
。 

 

そ
の
時
、
私
は
演
出
を
引
き
受
け
て
三
百
人
劇
場
で
明
か
り
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
三
島
由
紀
夫
の
近
代
能
楽
集

「
弱
法
師
」
だ
。
照
明
家
が
燃
え
る
よ
う
な
夕
焼
け
を
ホ
リ
ゾ
ン
ト
全
体
に
落
と
し
て
い
た
。
私
が
色
の
注
文
を
出
し

た
。
照
明
が
赤
か
ら
橙
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
光
を
見
て
い
る
内
に
、
あ
っ
「
光
が
膿
む
」
と
思
っ
た
の
だ
。
そ
う
だ

っ
、
土
方
さ
ん
は
そ
う
言
っ
た
の
だ
と
分
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
私
は
「
光
の
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
」
と
理
解
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
何
と
言
う
情
け
な
い
誤
解
だ
ろ
う
か
。
土
方
さ
ん
は
、
体
育
館
の
照
明
の
よ
う
な
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
嫌
い

な
の
だ
。
爛
熟
が
通
り
過
ぎ
て
膿
み
始
め
た
よ
う
な
暗
鬱
な
光
。
そ
ん
な
感
じ
の
照
明
が
好
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
光
が
膿
ん
で
く
る
と
、
繊
翳
が
広
が
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
蔵
の
闇
が
生
成
し
て
く
る
の
か
ど
う
か
。
あ
の
時
訊

き
返
せ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
。 

 

巧
緻
な
具
体
化
は
結
局
抽
象
に
行
き
着
く
の
だ
。
土
方
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
れ
な
の
で
あ
る
。 

 

蔵
の
中
の
展
示
も
面
白
か
っ
た
。
ア
ク
リ
ル
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
た
生
原
稿
だ
。
澁
澤
龍
彦
、
三
島
由
紀
夫
、
吉

岡
実
、
加
藤
郁
也
、
種
村
季
弘
、
な
ど
の
自
筆
の
原
稿
用
紙
が
一
つ
一
つ
の
ケ
ー
ス
に
収
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
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一
匹
づ
つ
生
き
た
蛇
が
入
っ
て
い
る
。
縞
模
様
が
時
々
動
く
。
赤
糸
の
舌
が
鞭
の
よ
う
に
撓
る
。
ぞ
っ
と
し
た
。
よ
く

デ
パ
ー
ト
側
が
承
知
し
た
と
思
う
。
夜
は
一
体
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
係
り
の
人
が
一
匹
づ
つ
回
収
し
、
ま
た
翌

日
ケ
ー
ス
に
戻
す
。
そ
ん
な
作
業
を
期
間
中
繰
り
返
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

初
日
、
私
は
上
階
の
照
明
室
の
片
隅
に
い
居
て
会
場
全
体
を
眺
め
て
い
た
。 

 

ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
、
そ
の
照
明
室
か
ら
見
て
い
た
記
憶
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
事
実
か
ど
う
か
分
ら

な
い
。
舞
踏
の
照
明
を
自
分
が
や
っ
た
覚
え
が
な
い
の
だ
。
展
示
の
明
か
り
だ
け
で
、
ス
テ
ー
ジ
は
や
ら
な
か
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
記
憶
が
立
ち
上
が
ら
な
い
。 

 

覚
え
て
い
る
事
と
い
え
ば
、
会
場
に
三
島
由
紀
夫
が
来
た
こ
と
だ
。
胸
部
の
ラ
イ
ン
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
ぴ
っ
ち
り

と
し
たT

シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
。
ス
ラ
ッ
ク
ス
も
脚
の
線
が
出
る
タ
イ
プ
の
も
の
だ
っ
た
。
大
声
で
誰
か
と
話
し
豪
快
に
笑

う
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
よ
う
な
そ
の
ス
タ
イ
ル
と
オ
ー
バ
ー
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
広
い
会
場
で
も
よ
く
目
立
つ
。
映
画

ス
タ
ー
の
よ
う
な
光
彩
を
周
辺
に
撒
き
散
ら
し
て
い
た
。 

 

私
は
フ
ロ
ア
ー
に
降
り
て
挨
拶
し
た
。 

 

あ
れ
は
、
た
し
か’

６
８
年
の
新
宿
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
で
の
公
演
だ
っ
た
と
思
う
。
天
井
棧
敷
の
「
毛
皮
の
マ
リ
ー
」
の

公
演
と
、
地
下
の
蠍
座
で
の
三
島
さ
ん
の
公
演(

「
熊
野
」
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
と
が
交
差
し
た
事
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
頃
私
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
役
者
を
経
験
し
て
い
た
。
ひ
ど
い
演
技
だ
っ
た
。
何
の
訓
練
を
も
受
け
て
い
な
か
っ

た
か
ら
、
発
声
も
滑
舌
も
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
素
人
の
ま
ま
の
出
演
だ
っ
た
。
主
演
は
丸
山

明
宏(

三
輪
明
宏
）
さ
ん
。
助
演
が
山
谷
初
男
さ
ん
だ
っ
た
。 

 

稽
古
の
初
日
。
丸
山
さ
ん
だ
け
が
総
て
の
科
白
を
頭
に
入
れ
て
い
て
、
演
技
プ
ラ
ン
も
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
ど
の

台
詞
で
何
歩
き
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う
に
振
り
向
く
。
文
字
の
具
体
化
だ
。
プ
ロ
と
は
こ
う
な
の
か
と
愕
然

と
し
た
。
素
人
の
私
は
ま
だ
台
本
を
一
行
も
覚
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。 

 

二
度
と
舞
台
に
は
立
つ
ま
い
。
私
は
そ
う
決
心
し
た
。 

 

幕
が
開
い
て
何
日
か
経
っ
た
あ
る
日
、
楽
屋
に
演
出
家
の
堂
本
正
樹
さ
ん
が
顔
を
出
し
て 

「
先
生
が
呼
ん
で
る
か
ら
」 

と
言
う
。 

 

誰
な
の
か
。
分
か
ら
な
い
の
で
と
ま
ど
っ
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
九
条
映
子(

九
條
今
日
子)

さ
ん
と
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー

の
支
配
人
葛
井
欣
士
郎
さ
ん
が 

 

「
早
く
、
早
く
」 

来
な
さ
い
と
手
で
合
図
す
る
。 

 

つ
い
て
行
く
と
楽
屋
の
上
の
控
え
室
で
あ
る
。
奥
に
、T

シ
ャ
ツ
姿
の
三
島
由
紀
夫
が
ソ
フ
ァ
ー
に
深
深
と
座
っ
て
い

た
。 

 

「
君
か
あ
っ
」 

豪
快
に
笑
っ
た
。 

 

私
は
び
っ
く
り
し
て
硬
直
し
た
。
本
物
だ
、
と
思
っ
た
。 

 

「
丸
山
君
は
演
技
教
え
て
く
れ
る
？
」 
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訊
か
れ
た
け
れ
ど 

「
は
い
」 

と
し
か
返
答
で
き
な
い
。 

 

笑
い
な
が
ら
、
三
島
さ
ん
は
実
に
細
か
く
、
あ
そ
こ
は
こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。 

私
は 

「
は
い
っ
」 

を
繰
り
返
す
だ
け
だ
っ
た
。 

別
れ
際
に 

「
君
の
お
じ
い
さ
ん
（
な
に
か
別
の
言
葉
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
）
の
詩
、
若
い
時
よ
く
読
ん
だ
よ
」 

と
言
っ
て
、
大
声
で
ま
た
豪
快
に
笑
っ
た
。 

 

そ
の
日
以
来
、
舞
台
裏
で
何
度
か
す
れ
違
う
と
、
あ
の
台
詞
は
よ
く
な
っ
た
、
あ
そ
こ
は
こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
と
、

助
言
し
て
く
れ
る
。
文
字
を
操
る
人
は
、
演
技
へ
の
注
文
も
微
細
で
明
確
で
あ
る
。 

 

私
は
そ
の
度
に 

「
は
い
、
は
い
っ
」 

と
だ
け
繰
り
返
す
し
か
な
か
っ
た
。 

 

十
代
で
「
花
ざ
か
り
の
森
」
を
書
い
て
し
ま
う
人
に
、
一
体
ど
う
返
事
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
最
中
、
私
は
土
方
さ
ん
か
ら
一
度
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

デ
パ
ー
ト
催
事
は
何
時
も
時
間
が
切
迫
し
て
い
る
。
二
日
前
ま
で
別
の
催
し
が
開
か
れ
て
い
た
り
す
る
の
だ
。
だ
か

ら
、
撤
去
か
ら
設
営
ま
で
僅
か
な
時
間
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

徹
夜
覚
悟
の
夜
中
、
私
と
ス
タ
ッ
フ
は
照
明
器
具
の
搬
入
と
釣
り
込
み
で
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
食

事
や
休
憩
な
ど
取
っ
て
い
る
時
間
は
な
い
。 

 

デ
パ
ー
ト
の
管
理
部
門
の
人
が
横
暴
だ
っ
た
。
早
く
帰
れ
と
文
句
を
言
う
。
私
は
２
０
代
の
入
り
口
に
立
つ
若
造
。

会
社
勤
め
の
経
験
も
皆
無
だ
。
上
下
関
係
の
礼
儀
を
知
ら
な
い
。 

私
は
そ
の
年
上
の
人
に 

「
な
ん
だ
、
貴
様
そ
の
態
度
は
」 

喧
嘩
腰
で
怒
鳴
り
返
し
た
。 

 

す
る
と
、
土
方
さ
ん
が
ど
こ
か
ら
か
現
れ
て
、 

「
萩
原
君
、
大
人
に
な
り
な
さ
い
っ
」 

と
、
押
し
殺
し
た
よ
う
な
声
で
言
っ
た
。 

 

普
段
の
、
ど
こ
か
狂
気
を
孕
ん
だ
翳
り
の
あ
る
土
方
さ
ん
で
は
な
い
。
静
か
な
隠
遁
の
口
調
だ
っ
た
。
私
は
ハ
ッ
と
し

た
。
な
ん
と
ゆ
う
こ
と
を
言
は
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

自
分
の
名
前
と
グ
ル
ー
プ
名
を
戴
冠
さ
せ
た
催
事
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
勃
興
と
衰
滅
を
目

撃
し
て
き
た
人
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
、
土
方
さ
ん
は
集
団
存
続
の
た
め
無
事
に
イ
ベ
ン
ト
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
何
事
も

な
く
終
了
さ
せ
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。 
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私
は
無
言
で
頭
を
下
げ
深
く
反
省
し
た
。
こ
の
時
の
胸
が
締
ま
る
思
い
は
、
今
も
澱
の
よ
う
に
残
っ
て
消
え
て
く
れ

な
い
。 

 

初
め
て
土
方
さ
ん
に
会
っ
た
の
は
、’

６
８
年
の
１
０
月
だ
っ
た
と
思
う
。
「
血
と
薔
薇
」
と
言
う
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
、

そ
の
中
の
ペ
ー
ジ
で
土
方
さ
ん
と
一
緒
に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
く
れ
と
言
う
依
頼
が
編
集
部
か
ら
あ
っ
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
は

深
瀬
昌
久
。
編
集
長
は
澁
澤
龍
彦
だ
と
言
う
。 

 

寺
山
さ
ん
に
訊
く
と
引
き
受
け
た
ほ
う
が
い
い
と
言
う
。’

６
０
年
に
土
方
さ
ん
と
一
緒
に
何
度
か
仕
事
た
と
い
う
。

寺
山
さ
ん
が
演
出
し
た｢

贋
ラ
ン
ボ
ー
伝
」
の
ラ
ン
ボ
ー
役
で
土
方
さ
ん
が
出
演
し
た
り
し
て
い
る
の
だ
。 

 

「
血
と
薔
薇
」
は
天
声
出
版
が’

６
８
年
に
発
行
し
た
雑
誌
で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は｢

エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
残
酷
の
総
合
研

究
誌
」
。
澁
澤
龍
彦
責
任
編
集
と
な
っ
て
い
る
。 

 

巻
頭
に
宣
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
｢

本
誌｢

血
と
薔
薇
」
は
、
文
学
に
ま
れ
美
術
に
ま
れ
科
学
に
ま
れ
人
間
活
動
と
し
て
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
領
域
に

関
す
る
一
切
の
事
象
を
偏
見
な
し
に
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

こ
で
は
モ
ラ
ル
の
見
地
を
一
切
願
慮
せ
ず
、
ア
ン
モ
ラ
ル
の
立
場
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
の
雑
誌
の
基
本
的
な

性
格
と
す
る
。
」 

と
あ
る
。 

 

今
見
れ
ば
ど
の
ペ
ー
ジ
も
、
声
高
に
言
う
程
の
ア
ン
モ
ラ
ル
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
洗
練
さ
れ
た
上
品
な
内
容
で

あ
る
。 

 

撮
影
当
日
は
曇
り
空
の
う
す
ら
寒
い
日
だ
っ
た
。 

 

私
は
少
年
航
空
兵
の
白
い
制
服
制
帽
で
、
下
半
身
裸
。
土
方
さ
ん
は
全
裸
だ
っ
た
。
撮
影
す
る
前
は
確
か
上
半
身

に
何
か
つ
け
て
い
て
、
私
も
ズ
ボ
ン
を
穿
い
て
い
た
と
思
う
。 

 

馬
上
で
一
度
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
。
す
る
と
、
私
が
死
体
の
よ
う
に
見
え
な
い
。
マ
ネ
キ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ズ
ボ
ン
の

白
が
膨
張
し
て
目
立
つ
の
だ
。
土
方
さ
ん
は
全
裸
、
私
は
ズ
ボ
ン
を
脱
い
だ
。
私
が
全
裸
に
な
る
と
、
航
空
兵
だ
か
な

ん
だ
か
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
、
制
服
は
着
た
ま
ま
に
な
っ
た
。 

 

戦
死
よ
り
も
情
死
を
選
択
し
た
と
言
う
ス
ト
ー
リ
イ
が
、
「
血
と
薔
薇
」
の
意
図
だ
ろ
う
。 

 

準
備
が
整
う
と
、
白
い
馬
が
ど
こ
か
ら
か
引
き
出
さ
れ
て
き
た
。
土
方
さ
ん
が
騎
乗
し
手
綱
を
引
い
た
。
私
は
馬

丁
に
乗
せ
て
も
っ
て
死
体
に
な
っ
た
。 

 

す
る
と
突
然
、
土
方
さ
ん
が
馬
の
腹
を
踵
で
蹴
っ
た
。
白
馬
は
驚
い
た
よ
う
に
駆
け
出
す
。
馬
体
が
激
し
く
揺
れ

る
の
で
、
死
体
の
私
は
ず
る
ず
る
と
落
下
す
る
。
馬
の
前
脚
の
草
を
刈
る
音
が
近
く
な
る
。
す
る
と
土
方
さ
ん
が
虚

空
を
凝
視
し
な
が
ら
片
手
で
引
き
起
こ
し
て
く
れ
る
。
幾
度
か
そ
ん
な
こ
と
が
繰
り
替
え
さ
れ
た
。 

 

深
瀬
さ
ん
は
、
必
死
で
馬
を
追
い
か
け
て
い
た
。
動
き
の
予
想
が
つ
か
な
い
か
ら
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

随
分
長
い
間
乗
馬
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
け
れ
ど
、
実
際
は4

0

分
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。
立
ち
会
っ
て
い
た
編
集
者

が
、
案
外
早
く
終
わ
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
。 

 

出
来
上
が
っ
た
グ
ラ
ビ
ア
を
見
る
と
、
寒
さ
で
縮
み
上
が
っ
た
私
の
ペ
ニ
ス
に
後
光
の
よ
う
な
光
が
現
像
処
理
で
加

え
ら
れ
て
い
た
。 
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他
の
頁
は
、
三
島
由
紀
夫
が
溺
死
。
唐
十
郎
が
横
死
。
澁
澤
龍
彦
が
サ
ル
ダ
ナ
バ
ル
ス
の
死
な
ど
を
演
じ
て
い
た
。 

 

こ
の
日
の
こ
と
を
、
土
方
さ
ん
は
文
章
に
書
い
て
い
る
。 

 

何
年
か
前
に 

「
あ
な
た
の
こ
と
土
方
が
書
い
て
る
わ
よ
」 

と
元
藤
燁
子
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
、
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
れ
た
の
だ
。 

 

繊
細
な
文
字
だ
っ
た
。
流
れ
る
文
章
表
現
に
驚
い
た
。
単
行
本
化
さ
れ
て
い
る
、
詩
の
よ
う
な
自
動
記
述
の
よ
う
な

文
章
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

数
年
前
土
方
巽
全
集
が
出
版
さ
れ
、
こ
の
文
章
も
収
録
さ
れ
て
い
た
。 

「
ー
ー
朔
美
の
美
は
正
統
な
不
良
性
と
い
う
魅
力
が
あ
り
、
「
あ
あ
不
良
を
伝
統
し
て
い
る
」
と
感
じ
さ
せ
る
手
あ
か

に
汚
れ
て
な
い
、
ほ
り
の
深
さ
に
あ
い
い
で
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
ほ
り
の
深
さ
の
中
に
、
精
一
ぱ
い
の
も
ろ
さ
が
嬉
々

と
し
て
騒
い
で
る
と
で
も
い
っ
た
風
な
、
な
に
よ
り
も
眼
の
含
の
に
が
り
っ
ぽ
い
厚
み
に
清
純
な
暗
さ
が
ひ
そ
ん
で
い
る

の
が
特
徴
で
す
。 

小
さ
な
木
立
の
中
に
つ
な
が
れ
た
借
馬
は
私
が
注
文
し
た
白
馬
で
し
た
。
馬
丁
が
二
人
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
参
道
を
ひ
っ

ぱ
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
白
馬
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
高
い
値
段
の
借
馬
で
少
し
び
っ
こ
に
な
っ
て
い

ま
す
、
小
さ
な
森
の
脇
に
つ
な
が
れ
て
私
共
の
化
粧
や
髪
の
手
入
れ
や
打
ち
合
わ
せ
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

よ
く
調
教
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
そ
ば
に
茂
っ
て
い
る
草
も
喰
べ
ず
に
、
じ
っ
と
あ
ら
ぬ
一
点
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。 

墓
石
の
無
い
空
地
が
見
つ
か
り
、
そ
こ
で
馬
上
の
二
人
が
今
し
も
演
ぜ
ら
れ
る
の
で
す
が
そ
れ
は
せ
い
一
ぱ
い
演
ず
る

と
い
う
彼
方
に
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
演
じ
切
れ
な
い
衝
動
の
領
域
が
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
、
私
を
こ
こ
に
狩
り
立
て
て
き

た
精
な
の
で
す
。
精
は
朔
美
さ
ん
で
も
あ
り
、
私
は
そ
れ
を
追
っ
て
き
た
淋
し
い
死
神
で
あ
る
、
こ
の
死
神
こ
そ
わ
た

し
の
ひ
び
割
れ
た
裸
体
を
統
括
す
る
或
る
日
の
高
い
精
神
の
別
の
名
で
も
あ
っ
た
の
で
す
草
の
名
や
臭
い
や
吐
息
や 

く
ら
の
上
か
ら
朔
美
さ
ん
の
神
経
を
肉
体
ご
と
持
ち
上
げ
た
と
き
に
は
、
私
た
ち
は
全
裸
で
し
た
、
そ
れ
に
馬
の
背

瘤
や
腹
は
私
達
を
ぴ
っ
ち
り
と
結
合
さ
れ
る
太
さ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
、
や
に
わ
に
馬
の
腹
を
私
は
蹴
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
あ
わ
て
ふ
た
め
く
逃
げ
る
写
真
家
や
た
ず
な
た
ず
な
、
と
走
っ
て
く
る
馬
丁
や
ら
が
入
り
乱
れ
て
、
ま
わ

り
の
木
立
や
草
原
が
ざ
わ
つ
き
、
私
は
い
っ
そ
う
出
た
ら
め
に
馬
の
腹
を
二
度
三
度
、
蹴
り
上
げ
て
、
馬
上
で
し
っ
か

り
と
朔
美
さ
ん
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
。
監
獄
の
よ
う
な
肉
体
や
頭
蓋
の
壁
に
仕
切
ら
れ
独
房
の
よ
う
な
考
古
学

も
、
熟
れ
た
馬
の
脇
腹
あ
た
り
で
焼
け
切
れ
て
し
ま
え
ば
い
い
、
馬
か
ら
落
ち
た
っ
て
、
馬
の
背
中
か
ら
消
え
た
っ
て
い

い
の
だ
。
そ
の
方
が
す
っ
き
り
す
る
、
私
は
も
う
や
た
ら
と
馬
の
背
を
し
め
あ
げ
て
そ
こ
い
ら
中
を
か
け
走
ら
せ
て
い

ま
し
た 

懲
罰
と
処
刑
、
あ
っ
て
も
い
い
よ
、
馬
上
で
そ
ん
な
い
い
気
分
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

私
達
は
様
々
に
振
り
払
わ
れ
た
気
持
ち
の
よ
さ
や
真
っ
赤
に
な
っ
た
緊
張
感
が
交
互
に
叫
び
に
な
ら
な
い
遠
い
気
分

に
い
ま
し
も
、
さ
そ
わ
れ
て
い
た
の
で
し
た
、
馬
は
や
た
ら
に
走
り
私
共
は
や
た
ら
馬
の
腹
を
け
り
、
二
人
分
の
重
さ

は
、
の
め
り
、
ず
れ 

手
に
く
い
こ
ん
で
く
る
た
ず
な
や
廻
り
の
人
の
注
意
や
草
や
ら
が 

さ
っ
き
か
ら
林
の
中
に
待
機
し
て
い
た
の
か
子
供
が
表
れ
て
数
名
馬
の
後
か
ら
走
っ
て
来
ま
し
た
、
勇
ま
し
い
な
と
叫

ん
で
い
ま
し
た 

子
供
、
子
供
あ
ぶ
な
い
い
か
ら
と
叫
ん
で
る
人
が
木
立
の
隙
間
に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た 

と
こ
ろ

が
全
体
が
喚
い
て
あ
っ
ち
へ
も
こ
っ
ち
へ
も
な
び
い
た
ら
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
る
草
原
を
走
っ
て
い
た
の
で
し
た 
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長
い
時
間
の
馬
上
の
二
人
、
随
分
と
遠
い
所
ま
で
走
っ
た
よ
う
で
し
た 

今
し
も
死
せ
る
若
い
少
年
航
空
兵
を
演
じ

て
い
た
少
年
も
夢
中
、
私
も
必
死
の
夢
中
で
危
険
な
仕
事
だ
っ
た
の
で
す 

わ
ず
か
の
ず
れ
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
馬
上
の
二
人
を
走
り
廻
さ
れ
た
範
囲
は
わ
ず
か
猫
の
ひ
た
い
程
の
草
の
茂
っ
て

る
空
地
で
し
た
が
遠
乗
の
馬
の
ひ
た
い
に
白
い
鳥
の
よ
う
な
も
の
が
乾
い
て
つ
い
て
い
ま
し
た 

 
 

 

馬
丁
が
駆
け
寄
っ
て
き
て
、
た
ず
な
に
、
か
ら
ま
っ
て
い
る
朔
美
さ
ん
を
解
き
に
き
た
と
き
に
は
、
二
人
は
ブ
リ
キ
細

工
の
よ
う
に
青
ざ
め
て
い
ま
し
た
。 

の
け
ぞ
っ
た
朔
美
さ
ん
の
首
に
、
あ
ご
ひ
も
が
く
い
こ
み
力
強
い
静
脈
が
浮
い
て
い
た 

必
死
に
な
っ
て
に
ぎ
っ
た
馬
の

た
て
が
み
に
な
ぶ
ら
れ
る
よ
う
に
顔
が
汗
ば
み
、
に
ぎ
っ
て
る
掌
の
小
さ
な
表
情
を
発
見
し
た
。
そ
れ
な
の
に
花
嫁
の

う
ち
か
け
を
ま
と
っ
て
い
た
私
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
重
力
の
運
動
の
よ
う
な
は
や
っ
て
る
気
持
ち
で
更
に
馬
の
脇
腹
を

け
っ
て
い
た 

墓
地
と
い
う
と
こ
ろ
は
解
放
さ
れ
る
も
の
を
含
有
し
て
い
る
、
馬
上
の
二
人
は
ま
る
で
人
形
の
よ
う
に
笑
い
固
く
な
っ

た 撮
影
が
終
わ
っ
て
、
く
ら
か
ら
蹲
ま
っ
て
い
た
も
の
が
二
つ
か
ら
ま
っ
た
ま
ま
落
ち
た
、
空
気
穴
や
蝶
つ
が
い
で
と
通
っ

て
い
た
裸
体
が
二
個
ー
。
」 

 

途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
箇
所
や
、
丸
や
点
の
無
い
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
な
に
か
纏
め
よ
う
と
し
て
い
た
下
書
き
の
よ
う

な
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
向
か
う
よ
う
な
感
じ
で
も
あ
る
。
元
藤
さ
ん
も
分
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い

た
。 

 

好
き
な
フ
レ
ー
ズ
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。 

 

「
ブ
リ
キ
細
工
の
よ
う
に
青
ざ
め
」
と
は
、
な
ん
と
な
く
痛
痛
し
い
感
じ
が
す
る
。 

 

「
監
獄
の
よ
う
な
肉
体
や
頭
蓋
の
壁
に
仕
切
ら
れ
た
独
房
の
よ
う
な
考
古
学
も
」
は
、
身
体
が
ど
う
し
よ
う
も
な

く
な
に
か
を
包
み
こ
ん
で
い
て
、
逃
れ
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
が
分
か
る
比
喩
だ
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ん
と
私
が
「
不
良
」
と
は
。
「
不
良
を
伝
統
し
て
い
る
」
と
は
。 

 

伝
統
し
て
い
る
程
の
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
私
は
ど
う
考
え
て
も
不
良
だ
っ
た
。
学
校
で
も
、
家
で
も
、
常
に
自
分

か
ら
弾
き
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
不
良
の
自
覚
も
あ
っ
た
。
不
良
で
居
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
見
抜
か
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
時
は
ま
だ
会
っ
た
ば
か
り
で
、
も
ち
ろ
ん
照
明
な
ど
頼
ま
れ
て
は
い
な
い
。 

 

し
か
し
、
も
う
す
で
に
「
大
人
に
な
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
だ
。 

 

西
武
百
貨
店
の
仕
事
の
後
、
何
度
か
ア
ス
ベ
ス
ト
館
に
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
或
る
時
は
東
野
芳
明
さ
ん
が
、

或
る
時
は
中
西
夏
之
さ
ん
な
ど
の
ゲ
ス
ト
が
居
た
り
し
た
。
大
抵
は
お
弟
子
さ
ん
達
と
車
座
に
な
っ
て
の
静
か
な
酒

盛
り
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。 

 

私
は
借
り
て
き
た
猫
の
よ
う
に
隅
の
方
で
座
っ
て
い
た
。
誰
か
が
何
か
言
う
。
す
る
と
土
方
さ
ん
が
な
に
か
答
え
る
。

禅
問
答
の
よ
う
な
繰
り
替
え
し
だ
っ
た
。
踊
る
人
達
は
み
ん
な
言
葉
に
飢
え
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
こ
う
い
う

こ
と
は
、
天
井
棧
敷
で
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
寺
山
さ
ん
に
時
間
が
な
か
っ
た
り
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
な
に
よ
り
劇
団
員
と
対
話
す
る
気
持
ち
が
な
か
っ
た
と
思
う
の
だ
。
会
議
は
伝
達
事
項
の
申
し
渡
し

だ
け
で
時
間
切
れ
だ
っ
た
。
身
体
を
使
う
表
現
に
は
会
話
が
必
要
で
、
言
葉
が
ま
ず
有
る
表
現
は
会
議
だ
け
で
十
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分
。
そ
ん
な
感
じ
が
し
た
の
で
あ
る
。 

 

或
る
時
、
私
が
土
方
さ
ん
に 

「
も
の
は
総
て
壊
れ
な
が
ら
あ
る
」 

と
か
、
知
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
ら 

「
当
た
り
前
だ
」 

と
怒
っ
た
よ
う
に
突
き
放
さ
れ
た
。 

 

今
か
ら
思
う
と
、
そ
の
時
も
な
に
か
私
が
不
行
儀
な
振
る
舞
い
を
し
て
「
大
人
に
な
り
な
さ
い
」
と
諭
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
。
不
逞
の
輩
は
自
分
を
持
余
し
て
い
て
、
そ
の
こ
と
に
き
ゅ
う
き
ゅ
う
で
他
人
が
目
に
入

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

た
ま
た
ま
ア
ス
ベ
ス
ト
舘
で
二
人
だ
け
に
な
っ
た
時
、
不
良
に
は
こ
う
い
う
話
が
い
い
だ
ろ
う
。
そ
う
思
っ
て
話
し
て
く

れ
た
よ
う
な
話
題
が
あ
っ
た
。 

 

誰
か
の
公
演
の
時
の
話
だ
っ
た
。
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
段
取
り
で
ラ
ス
ト
に
主
演
の
ダ
ン
サ
ー
が
真
っ
赤
に
熱
し

た
鉄
鏝
を
自
分
の
胸
に
押
し
当
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
本
番
で
は
躊
躇
し
て
な
か
な
か
出
来
な
い
。
胸
の
あ
た
り
に
ま
で
い
く
の
だ
け
れ
ど
、
手
が
滑
っ
て
、
ど
う

し
て
も
押
し
当
て
ら
れ
な
い
。(

滑
る
仕
草
を
土
方
さ
ん
が
演
じ
た
）
当
然
だ
。
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
大
火
傷
を
負
っ
て

し
ま
う
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
幕
が
下
ろ
せ
な
い
な
い
。
そ
こ
で
袖
に
居
た
土
方
さ
ん
が
舞
台
に
上
が
っ
て
、
鉄
鏝
を

い
き
な
り
素
手
で
持
っ
て
そ
の
人
の
胸
に
押
し
当
て
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。(

最
近
國
吉
和
子
さ
ん
に
こ
の
話
を
し
た

ら
、
そ
れ
は
ダ
ン
サ
ー
で
は
な
く
風
倉
匠
の
こ
と
で
、
土
方
さ
ん
が
踊
っ
た
時
の
こ
と
だ
と
言
っ
た
。
） 

 

こ
の
人
は
、
な
ん
と
残
酷
な
ん
だ
ろ
う
。
怖
く
な
っ
た
。  

 

私
は
お
そ
る
お
そ
る 

「
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
か
？
そ
の
人
」 

と
訊
い
た
。 

「
救
急
車
で
病
院
」 

と
、
事
も
無
げ
に
答
え
た
。 

 

不
行
状
の
目
に
怯
え
が
走
っ
た
の
を
み
て
、
土
方
さ
ん
は
満
足
そ
う
だ
っ
た
。 

 

急
に
真
顔
に
な
っ
て 

「
朝
起
き
る
と
脚
が
躯
を
運
ん
で
し
ま
う
。
」 

と
言
っ
て
荷
台
が
動
く
よ
う
な
動
作
を
み
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

私
は
身
体
の
こ
と
な
ど
考
え
た
事
が
な
か
っ
た
。
自
分
の
身
体
を
発
見
す
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。 

 

土
方
さ
ん
の
田
舎
で
は
、
た
ん
ぼ
の
畦
に
赤
ん
坊
を
置
き
去
り
に
す
る
と
い
う
。
親
た
ち
は
忙
し
く
て
か
ま
っ
て
い

る
暇
な
ど
な
い
。
そ
の
た
め
に
藁
で
作
っ
た
火
鉢
の
よ
う
な
も
の(

固
有
名
詞
が
思
い
だ
せ
な
い
。
）
に
子
供
を
入
れ
て

し
ま
う
。
出
ら
れ
な
い
か
ら
、
当
然
一
日
垂
れ
流
し
だ
。
脚
は
曲
が
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
。 

だ
か
ら
、 

 

「
蟹
股
で
踊
る｣ 
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と
言
う
の
だ
。 

 

大
人
に
な
っ
た
土
方
さ
ん
の
脚
に
、
今
も
そ
の
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。
身
体
が
そ
の
記
憶
の
残
滓
を
舐
め
る
。
な
に

か
そ
ん
な
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。 

そ
し
て
、 

「
運
べ
る
ん
だ
よ
。
不
思
議
に
」 

何
度
も
繰
り
返
し
た
。 

 

こ
う
い
う
話
を
聞
い
た
日
は
、
劇
団
に
帰
っ
て
こ
ん
な
事
を
土
方
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
と
み
ん
な
に
聞
か
せ

る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
身
体
の
話
は
特
に
強
調
し
た
。
踊
り
と
芝
居
の
差
は
思
っ
た
以
上
に
大
き
い
の
で
あ
っ
た
。
天
井

棧
敷
は
ま
ず
何
よ
り
も
言
葉
な
の
だ
。
理
念
と
し
て
言
葉
よ
り
も
肉
体
と
表
明
し
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
の
肉
体
は
ボ

デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
や
巨
漢
の
女
性
の
こ
と
な
の
だ
。
寺
山
さ
ん
が
自
分
の
身
体
を
使
っ
て
演
技
指
導
を
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
私
も
役
者
で
は
な
い
か
ら
自
分
の
身
体
は
み
せ
な
い
。
劇
団
全
体
が
言
葉
で
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
土
方

さ
ん
の
話
は
、
言
葉
の
出
番
が
身
体
を
説
明
す
る
だ
け
だ
と
思
わ
せ
る
。
そ
こ
が
新
鮮
な
の
で
あ
る
。 

 

私
は
感
嘆
し 

「
考
え
た
こ
と
な
か
っ
た
で
す
ね
ー
」 

そ
う
返
答
す
る
と
、 

 

今
度
は
に
や
っ
と
し
て
、
朝
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
前
に
置
か
れ
た
牛
乳
を
飲
ん
で
飢
え
を
凌
い
だ
話
を
し
た
り

し
た
。
稽
古
の
後
、
パ
ン
屋
の
前
に
積
ん
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
パ
ン
を
み
ん
な
で
盗
ん
で
食
べ
た
り

と
、
ど
ん
底
の
話
は
嘘
の
よ
う
な
本
当
の
よ
う
な
悲
し
い
軽
妙
さ
が
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ネ
を
思
わ
せ
る
の
だ
。
食
べ
る
た
め

の
ど
さ
回
り
の
金
粉
シ
ョ
ー
の
苦
労
な
ど
は
、
ど
こ
か
に
、
ど
ん
な
も
ん
だ
と
い
う
貧
乏
自
慢
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら

れ
た
。
そ
う
い
う
話
を
聴
い
て
い
る
時
、
私
は
隠
し
ご
と
を
共
有
し
て
い
る
よ
う
な
心
地
良
さ
を
感
じ
て
嬉
し
か
っ

た
。 

 

ア
ス
ベ
ス
ト
館
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
本
番
二
週
間
前
の
土
方
さ
ん
の
真
っ
白
な
女
性
用
の
コ
ル
セ
ッ
ト
を
目

撃
し
た
こ
と
だ
。
稽
古
を
見
に
い
っ
た
の
か
、
呼
ば
れ
た
の
か
。
本
番
近
く
な
の
で
、
な
ん
と
な
く
緊
張
の
糸
が
張
り

巡
ら
さ
れ
た
稽
古
場
だ
っ
た
。 

 

土
方
さ
ん
の
顔
は
げ
っ
そ
り
し
て
い
て
、
精
悍
を
通
り
越
し
て
壮
絶
だ
っ
た
。 

思
わ
ず 

「
瘠
せ
ま
し
た
ね
」 

な
ど
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。 

「
公
演
の
前
は
絶
食
す
る
」 

と
、
暗
い
目
の
ま
ま
上
着
を
た
く
し
上
げ
た
。 

 

す
る
と
、
お
腹
の
周
り
に
コ
ル
セ
ッ
ト
が
き
つ
く
巻
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
び
っ
く
り
し
て
い
る
と
、
締
め
た
コ
ル
セ
ッ

ト
を
外
し
て 

「
こ
こ
を
出
す
た
め
」 

と
肋
骨
と
お
な
か
の
境
目
を
指
し
た
。 
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え
ぐ
れ
て
い
た
。
す
で
に
剣
状
突
起
が
浮
き
で
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
さ
ら
に
そ
ぎ
落
と
す
と
は
。
そ
こ
ま
で
し
な

く
て
も
と
。
唖
然
と
し
て
し
ま
っ
た
。
や
つ
れ
き
っ
た
顔
が
即
身
仏
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。 

 

人
の
身
体
は
内
臓
が
ま
ず
始
め
に
腐
る
。
土
方
さ
ん
の
絶
食
は
腐
乱
の
引
き
伸
ば
し
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
。 

 

そ
の
時
、
当
た
り
前
だ
け
れ
ど
、
踊
る
こ
と
は
身
体
を
見
せ
る
行
為
な
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ

る
。 

 

本
番
の
土
方
さ
ん
は
、
タ
イ
ツ
を
穿
い
た
他
の
ダ
ン
サ
ー
に
は
あ
り
得
な
い
身
体
つ
き
で
あ
っ
た
。
腹
部
が
深
く
滑

落
し
、
身
体
の
中
心
が
喪
失
し
て
い
る
。
肋
骨
の
鋭
く
浮
き
出
た
上
半
身
が
神
輿
の
よ
う
に
筋
ば
っ
た
脚
に
運
ば
れ

て
揺
れ
て
い
る
。
全
身
ど
こ
も
か
し
こ
も
山
脈
の
連
な
り
で
あ
る
。
照
明
が
骨
の
連
峰
を
、
打
ち
寄
せ
る
波
に
変
え
て

い
る
の
だ
。
真
っ
白
い
コ
ル
セ
ッ
ト
は
こ
の
た
め
か
と
思
っ
た
。 

 

普
段
と
同
じ
な
の
は
唯
一
目
で
あ
る
。
陥
没
し
て
奥
に
引
っ
込
ん
で
い
る
け
れ
ど
、
目
そ
の
も
の
は
瘠
せ
て
は
い
な
い
。

目
の
怒
り
。
目
の
呻
吟
。
弧
愁
。
哀
切
。
舞
台
の
上
で
ら
ん
ら
ん
と
虚
空
を
睥
睨
し
て
い
る
の
だ
。 

 

そ
う
い
え
ば
、
土
方
さ
ん
の
目
で
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

私
が
池
田
満
寿
夫
さ
ん
の
個
展
で
京
橋
の
南
天
子
画
廊
に
行
っ
た
時
だ
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
人
が
ご
っ
た
が
え
し
て
い
た
。
人
の
肩
越
し
に
作
品
を
見
て
い
る
と
、
突
然
後
ろ
か
ら
土
方
さ
ん
に 

「
ど
れ
が
い
い
」 

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。 

「
え
っ
」 

戸
惑
っ
て
い
る
と
、 

「
選
び
な
さ
い
」 

と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

ど
れ
で
も
い
い
か
ら
あ
げ
る
、
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
の
だ
。 

 

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

私
は
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
動
け
な
か
っ
た
。 

 

す
る
と 

「
ど
れ
。
好
き
な
の
は
」 

早
く
決
め
な
さ
い
と
い
う
感
じ
で
せ
っ
つ
く
の
だ
。 

 

私
は
ぐ
る
り
と
見
渡
し
て
、
全
面
青
空
が
広
が
っ
て
い
て
下
の
方
に
女
性
が
一
人
佇
ん
で
い
る
大
人
し
い
図
柄
の
版

画
を
選
ん
だ
。 

 

も
っ
と
派
手
で
大
胆
な
ハ
イ
ヒ
ー
ル
と
女
性
の
組
み
合
わ
せ
の
方
が
本
当
は
好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
を
選
ぶ
と

何
故
か
馬
鹿
に
さ
れ
そ
う
な
気
が
し
た
の
で
あ
る
。
土
方
さ
ん
の
前
で
は
い
つ
も
緊
張
し
て
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
た
の
だ
。 

 

今
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
は
身
体
へ
の
畏
怖
か
ら
発
生
し
た
感
情
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
圧
倒
的
な
存
在
感
の

あ
る
身
体
が
そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
威
圧
感
が
、
他
の
表
現
者
と
は
決
定
的
に
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
日
、
何
人
か
が
池
田
さ
ん
の
家
に
流
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
画
廊
の
前
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
。
土
方
さ
ん
が
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前
に
、
澁
澤
龍
彦
さ
ん
、
吉
岡
実
さ
ん
と
私
が
後
ろ
の
座
席
に
坐
っ
た
。 

 

走
っ
て
い
る
時
、 

 

吉
岡
さ
ん
が 

「
何
を
し
て
る
の
」 

と
私
に
訊
い
た
。 

 

私
は
劇
団
を
辞
め
て
、
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
か
悩
み
の
螺
旋
に
落
下
し
て
い
た
。 

 

吉
岡
さ
ん
の
務
め
て
い
る
出
版
社
の
面
接
を
失
踪
し
た
前
歴
が
あ
っ
た
。 

 

何
か
答
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
、 

 

澁
澤
さ
ん
が 

「
君
は
な
に
を
す
る
人
」 

と
訊
い
た
。 

 

一
体
な
に
が
出
来
る
の
か
。
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
の
だ
。 

「
そ
う
で
す
ね
ぇ
・
・
・
・
・
・
・
」 

 

答
え
ら
れ
な
い
で
い
る
と
、
急
に
土
方
さ
ん
が
後
ろ
を
振
り
返
り
、 

「
文
章
を
書
く
ひ
と
だ
。
な
」 

と
、
低
い
声
で
言
っ
た
。 

血
み
ど
ろ
の
闘
鶏
が
睨
み
合
う
目
で
あ
っ
た
。 

思
わ
ず 

「
は
い
」 

と
返
事
し
た
。 

 

私
が
答
え
る
と
、
病
ん
だ
沈
潜
の
顔
が
ゆ
っ
く
り
と
前
に
戻
っ
た
。 

 

澁
澤
さ
ん
も
吉
岡
さ
ん
も
そ
れ
き
り
押
し
黙
っ
た
。 

 

私
は
沈
黙
の
暗
い
タ
ク
シ
ー
の
中
で
、
本
当
は
何
が
し
た
い
の
だ
ろ
う
か
。
文
章
を
書
く
人
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ず
っ
と
考
え
続
け
て
い
た
。 

 

前
を
向
い
た
ま
ま
、
土
方
さ
ん
は
そ
れ
き
り
動
か
な
か
っ
た
。 

 

数
年
後
、
私
は
文
章
と
は
程
遠
い
広
告
と
雑
誌
の
仕
事
を
友
人
と
始
め
た
。 

 

会
社
の
仕
事
は
結
果
が
は
っ
き
り
と
目
に
見
え
る
。
分
か
り
易
い
爽
快
が
あ
っ
た
。
バ
ブ
ル
全
盛
の
浮
か
れ
た
時
期

だ
っ
た
。
十
五
年
間
、
私
と
友
人
は
会
社
を
十
分
楽
し
ん
だ
。
創
作
の
世
界
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
く
の
は
承
知
の
上

だ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
時
々
表
現
者
に
な
れ
な
い
自
分
を
嘆
く
、
も
う
一
人
の
自
分
が
頭
を
持
ち
上
げ
た
。
仕
事
は
し
て
い
る
の

に
、
な
に
も
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
焦
燥
感
。
満
足
の
隣
に
不
安
が
巣
を
作
る
の
だ
。 

 

そ
ん
な
時
、
「
文
章
を
書
く
ひ
と
だ
。
な
」
の
低
い
声
と
、
暗
鬱
の
鋭
い
眼
光
が
甦
る
の
だ
っ
た
。 

 

結
局
私
は
文
字
に
死
ぬ
意
力
が
無
か
っ
た
の
だ
。 

 

文
字
に
呻
吟
す
る
覚
悟
が
剥
落
し
て
い
た
の
だ
。 
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総
て
の
物
事
か
ら
遁
走
し
、
世
の
中
の
端
っ
こ
か
ら
「
書
く
ひ
と
」
を
始
め
る
こ
と
は
出
来
た
の
だ
。 

 

不
良
は
自
分
を
追
い
込
む
持
続
で
あ
る
。
漂
泊
に
沈
潜
す
る
度
量
で
あ
る
。 

 

帰
る
と
こ
ろ
を
確
保
し
た
瞬
間
か
ら
腐
乱
は
始
ま
る
。
ハ
ブ
の
猛
毒
は
、
い
つ
ま
で
も
人
体
に
居
座
り
蛋
白
を
食
い

尽
く
す
。
不
良
は
ゆ
っ
く
り
と
壊
死
す
る
の
だ
。 

 

私
は
、
土
方
さ
ん
に
会
っ
た
時
、
確
か
に
不
良
だ
っ
た
。
捨
て
鉢
な
度
胸
だ
け
が
拠
り
所
の
伝
統
を
生
き
て
い
た
の

だ
。 

 

そ
も
そ
も
、
人
の
定
住
な
ん
て
僅
か
何
百
年
だ
。
そ
の
前
は
ず
っ
と
ず
っ
と
流
浪
な
の
だ
。
伝
統
と
は
そ
の
こ
と
以

外
あ
り
得
な
い
。
不
良
を
伝
統
し
た
者
だ
け
が
不
良
を
嗅
ぎ
分
け
ら
れ
る
の
だ
。 

 

そ
う
思
う
と
、
も
し
か
し
て
土
方
さ
ん
こ
そ
が
ス
ノ
ビ
ズ
ム
と
エ
リ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
腐
臭
か
ら
逃
げ
ま
わ
る
不
良
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
気
が
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
土
方
さ
ん
こ
そ
が
自
身
の
身
体
以
外
還
る
と
こ
ろ
の
な
い
不

良
を
伝
統
し
て
い
た
の
だ
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
「
書
く
ひ
と
」
は
土
方
さ
ん
の
沈
深
と
流
れ
る
帰
郷
の
欲
望
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
生
意
気
に
そ
ん
な
こ
と

を
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
不
良
を
ぎ
り
ぎ
り
と
生
き
る
た
め
に
は
「
書
く
ひ
と
」
へ
向
か
う
幻
想
も
安
息
と
し
て
必
要

だ
っ
た
の
だ
。
「
書
く
ひ
と
」
と
の
交
友
が
「
書
く
ひ
と
」
を
遠
ざ
け
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。 

 

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
作
家
や
詩
人
の
原
稿
を
舞
踏
の
催
事
に
展
示
す
る
わ
け
が
な
い
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、｢

書
く
ひ
と
」
を
秘
匿
し
、
身
体
の
人
で
あ
り
続
け
た
の
だ
。
私
へ
の
射
る
よ
う
な
口
調
は
、
不
良
の
含
羞

で
あ
る
。
「
書
く
ひ
と
」
へ
の
絶
交
で
あ
る
。
他
人
へ
の
箴
言
や
助
言
は
、
し
ば
し
ば
自
身
へ
の
戒
め
な
の
は
自
明
の
こ
と

で
あ
る
。 

 

池
田
さ
ん
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
の
一
月
後
、
大
き
な
版
画
が
私
の
家
に
送
ら
れ
て
き
た
。
頑
強
に
梱
包
さ
れ

て
い
て
も
の
も
の
し
い
。 

 

本
当
に
も
ら
え
た
ん
だ
。
私
は
改
め
て
不
思
議
な
事
態
に
驚
い
た
。 

 

急
い
で
裏
側
を
見
た
。 

 

送
り
主
は
舞
踏
家
で
は
な
か
っ
た
。
画
廊
名
が
そ
こ
に
ぽ
つ
ん
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。 

 

自
分
の
名
前
な
ど
、
当
然
不
良
は
書
き
は
し
な
い
の
で
あ
る
。 

 
 

       
 

  




